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要　旨
　大学初年次の学習者が書く文章には「なと思う」という文末表現が使われることがある。「なと思う」
は学術的な文章やビジネス文書では使われない表現であるが，その背景を（1）文章作成の指南書や
手引き書における扱われ方，（2）学習者に課した添削課題から得られた「なと思う」に関する意識，（3）
論文・新聞における使用実態という側面から記述した。その結果，「なと思う」の使用を避ける背景に
は書き言葉というスタイルの問題が関わっていること，「なと思う」の使用に対して添削を施した学習
が 8割程度存在すること，新聞・論文では，「なと思う」が使用される場合は，談話の引用や一人称
視点のエッセイ等に限られることが分かり，「なと思う」を指導する際には，使用の禁止を規則化する
だけではなく，書き言葉のスタイルの周知が必要であることを論じた。
1．はじめに
　大学における初年次教育では，レポートのような学術的な文章や手紙や Eメールといったビジ
ネス文書の書き方について扱う。指導を通して学習者が書く文章には，「なと思う」という文末表
現が現れることがあり，近年増加傾向にある。そうした現状に対して，本稿では，文章作成の指南
書や手引き書を例に，「なと思う」の使用に対する規範意識の背景を探るとともに，筆者が担当す
る授業において添削課題を行った結果をふまえ，指導する際の一視点として還元することを念頭に
置き，論を展開する。
　レポート等の学術的な文章においては，終助詞や「と思う」といった個人の主観を表すモダリティ
表現を避ける風潮があるが，初年次の学生が書くレポート等の文章には，以下のような例に示すよ
うに，終助詞「な」＋「と思う」の形の「なと思う」という文末表現が使われることがある 1）。
1）「なと思う」の例として挙げる（1）～（4）はすべて作例である。
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（ 1）この問題を解決できるよう，自分の力を発揮したいなと思う。
（ 2）貧困問題を世界規模で考えられる世の中になればなと思う。
　しかし，「なと思う」は，いわゆる口語表現と同じく，それを使用する場面や媒体，内容しだい
では使用することに特段の問題は生じない。
（ 3）【文化祭のリーダーがメンバーに向けて口頭で】
ここにいるみなさんと力を合わせて，絶対，文化祭を成功させたいなと思います。よろし
くお願いします。
（ 4）【自己紹介をする場面で】
人見知りをするタイプなので，ここになじめるか不安もありますが，みなさんから話しか
けてもらえたらうれしいなと思います。
　本稿は，学術的な文章やビジネス文書において「なと思う」の使用を控えるように指導する際の
一つの手がかりとすべく，「なと思う」の使用に関する学習者の使用意識を分析した上で，実際の
言語表現としての使用状況を調査・分析した結果も合わせて示していく。
　本稿の構成は，次の通りである。次章である 2章では，「なと思う」の規範意識を文章作成の指
南書などの指摘から読み解く。3章では，学習者に課した添削課題の結果から，学習者の持つ規範
意識を分析し，併せて，論文・新聞における使用実態を調査した結果を示す。4章では，2章・3
章の結果から「なと思う」の使用に関する指導を行う際の視点を提示する。
2．規範意識
　研究者や学部生・大学院生の中でも学術的な文章に親しみ，書き慣れている人にとっては，「な
と思う」という表現について，「使わない方がよい」という規範意識を有しているはずである。そ
もそも，終助詞の「な」は使用することがなく，「と思う」については意識的に使用を抑制する。
しかし，初年次の学習者の一部にとっては，終助詞の「な」も「と思う」も，それを合わせた「な
と思う」も，それらを使うことに躊躇はない。
　本稿で扱う問題の対象は，大学初年次の学習者についてであるため，大学入学前の文章作成経験
や学習状況にも左右される。そのため，高校生向けに書かれた小論文の参考書，大学生向けの文章
表現法に関する書籍を取り上げ，そこに挙げられている終助詞や「と思う」の使用について，以下
にまとめる。
2.1　高校生向けの小論文
　高校生向けの小論文対策用の参考書には，主に二種類に分けられる。一つは小論文入試のタイプ
ごとに対策を講じ，内容や論の構成の仕方に主眼を置くもの，もう一つは添削の実例を使いながら，
すべての小論文入試に通じる表記・体裁等の決まり事（規範的な側面）を確認したうえで，ケース
スタディとして内容構成を考えさせるものである。
　大学受験向けの参考書は大量にあるため，すべてを調査することはかなわなかったが，先に述べ
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た二種類の小論文のうち，後者に当たるものとして上田（2014）を挙げる。
　上田（2014）では，第 1部表記編トク⑬「文末表現がずーっと同じ」（pp. 38―39）において「思う」
の使用について取り上げている。「思う」を使わないようにするということを伝える箇所であるが，
まず，「思う」を使ってはならない理由として挙げられているのは，文末が「思う」ばかりで終わっ
ていて文章が単調になるというものである。同じ文末表現にしないようにすることを伝えたうえで，
上田（2014）は以下のように結ぶ。
　逆に，「『思う』は感想になるから，絶対にダメ。『考える』で意見にしなきゃ」と思っている
人もいるけれど，それも間違い。
　「思う」を「考える」にしただけでは何も変わらないよ。「思う」でも「考える」でも「なのだ」
でも，要は同じ表現ばかりが続くのはよくないってことだ。
（p. 39　下線は北村による）
　実態や通用度は不明ながら，上記引用箇所における下線部の「思う」に関する言説はよく耳にす
るものではある。しかし，表記・体裁レベルに主眼を置く参考書が，誤字・脱字や口語表現の表現
を戒めているのに対し，文末表現上の問題意識からであれ，感想文を避ける意図からであれ，「思う」
の使用を取り上げているものは多くはない。
　さらに，本稿の分析対象である「なと思う」にまで範囲を広げると，終助詞「な」の使用，およ
び，「なと思う」の使用に関して言及があるものは，管見の限り発見できなかった。
2.2　大学生向けの書籍
　レポート作成法などの大学生向けの書籍も，高校生向けの小論文対策用の参考書と実態は大差な
く，内容や論の構成に主眼を置くものと，表記・体裁から始めるものに分かれる。大学生向けにな
ると，表記・体裁は注記や自分で行うドリル形式の問題演習となっている場合もあるが，やはり，
高校生向けと同じく，「思う」や終助詞の使用に関して触れているものは少ない。
2.2.1　「思う」に使用に関する言及
　「思う」の使用に言及があるのは，黒田（2011）である。黒田（2011）には，以下に引用する文
章が悪文の例として挙げられている。
ただ話すだけなら文法はいらないと思う。小さい頃から目にしていけばけっこう覚えられるもの
だと思う。が，勉強となるとそうはいかなくなると思う。文法なしでは新しい言語をマスターす
るのは不可能であると思う。（p. 70）
　この文章に対し，黒田は，4つしかない文章の文末がすべて「思う」で終わっていることを指摘
し，「自信のない文章」，「読みにくい文章」，「意味なく同じ表現を繰り返す文章」2）であると述べる。
そして，この 4つの「思う」を別の表現に置き換えた添削例を示したうえで，以下のように述べる。
2）黒田氏が担当した授業において，「悪い文章」とは何かということを受講生に考えさせた際に出された意見である。
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「思って」はいけないというのではない。そういう気持ちを表現するのはいいけれど，そのとき
の形式を考えてほしいのである。（pp. 71―72）
黒田（2011）の「思う」に関する主張は，上田（2014）の「同じ文末表現を避ける」という主張と
似通っている。「思う」に関しては，使うこと自体が禁じられているものではなく，「思う」よりも
自分の主張を伝えられる表現が存在し，そちらを選択した方が文章表現として望ましいという意味
での使用回避である。
2.2.2　終助詞の使用に関する言及
　終助詞の使用に関して言及がある文献は，「思う」よりもさらに少ない。その中で，森山（2003）
と野田（2005）の記述を確認する。
　森山（2003）では，学術的な文章ではなく，ビジネスレターを例として挙げ，終助詞の使用に関
して，次のように述べる。
「おっしゃってくださいね」の「ね」などもビジネスレターのようなジャンルの書き言葉では除
くべきところです。「よ」「わ」などの終助詞も，会話の場での話し手の述べ方を表すものですか
ら，書き言葉にはそぐわないものです。（p. 54）
ビジネスレターに限らず，もちろん，学術的な文章であっても，終助詞の使用は避けるべきとされ
るものである。その理由として，話し言葉・書き言葉というスタイルの違い，話し手の述べ方を理
由に挙げている。
　野田（2005）は，学術的な文章における言葉の適否について考えさせる内容であり，以下の例を
添削の対象として挙げている。
（ 5）がんばって書いてみましたが，いまいちでしたね。この時期，レポートが重なったもんで，
こんなとこで。すいませんでした。（p. 114）
（5）について，野田（2005）は「「ね」「よ」のような終助詞も使わない。（5）のように個人的な事
情や言い訳を親しげに述べるのも，論文やレポートにはふさわしくないことである」と説明し，終
助詞の使用を禁じている。
2.2.3　無私の文体
　森山（2003），野田（2005）に共通するのは，話し言葉・書き言葉というスタイルの違いから使
用する語彙を選択すべきだという点である。
　森山（2003）は，先に挙げたビジネスレターだけではなく，書き言葉の中でも，新聞や報道で求
められることは，個人的見方を出さないことが重要だと述べ，「自分なりのとらえ方を表す形式を
使わない」文体のことを「無私の文体」と呼んでいる。個人的見解を述べることは，中立性や客観
性を損なうものであり，情報の信頼度が落ちることにつながるため，「無私のストラテジー」とし
て「ようだ」「かもしれない」「思います」といったモダリティに関わる表現を「と見られる」「可
能性がある」「思われます」のようにすることを提案している。
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　同じことが野田（2005）でも触れられており，論文やレポートでは，「一人称を指すことばはあ
まり使わずに書くのがよい。「私は～思う」のような表現ではなく，「～と思われる」「～と考えら
れる」「～する」のような形にする（p. 115）」と述べ，森山（2003）のように「無私の文体」とは
言わないまでも，書き手である自分を出さないために，一人称を指す言葉を避けることや受身にし
て主語を消すことを推奨している。
2.3　規範意識の醸成
　以上，文章作成に関する書籍を参照し，ビジネス文書や学術的な文章において文末表現「思う」
や終助詞の使用を避けるのは，「思う」を繰り返すことによる冗長さを避けたり，述べようとする
内容が主観を表すものではないため，主体を消す必要があるといった点に求められることを見た。
3．分　析
　2章で概観した，終助詞や「思う」の使用に関わる意識は，例えば，文章作法の初歩として定着
していると考えられる，誤字・脱字をしないことやくだけた表現を使わないことといったレベルに
比べると定着度が低いと予想される。
　そこで，まず，本章では筆者が授業中に受講生に課した文章添削課題の中から，「なと思う」に
関わる部分を抽出した結果を提示し，その定着度合いを見る。そして，新聞等の文章において，「な
と思う」が使用される場合を調査した結果を示す。
3.1　添削課題
3.1.1　添削課題の概要
　授業で課した添削課題は 2つある。それを【課題 1】と【課題 2】と称し，その詳細を以下に示す。
なお，【課題 1】と【課題 2】は異なる学習者を対象としている。
【課題 1】
・対象：大学 1年生（137名）
・内容：「10年後のわたし」について書かれた小論文を添削する。小論文には，誤字・脱字，主
述の不一致など，本稿が対象とする「なと思う」以外にも各種の不適切な表現が含まれ
ている。
【課題 2】
・対象：大学 1年生（68名）
・内容：（A）就職活動などの改まった場面で自己紹介と（B）先生に提出する実習の欠席理由書
を添削する 3）。（A）・（B）とも，敬語や口語表現など各種の不適切な表現が含まれている。
3.1.2　【課題 1】の結果
　【課題 1】は小論文を添削するものであるから，スタイルとしては書き言葉においてふさわしい
3）名古屋大学日本語表現研究会（2007）「技能編　第 1回　話し言葉と書き言葉」（p. 6）を一部改編し，「なと思う」
を埋め込んだものを課題文とした。
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表現に修正するという内容である。その中に，（6）に示す「なと思う」を含む一文を埋め込んだ。
（ 6）私は人と関わる仕事ができればなと思っている。
（6）に対して，添削をした学習者は 137名中 118名（86.1％）であり，添削をしなかった学習者は
19名（13.9％）であった。
3.1.3　【課題 2】の結果
　【課題 2】は，口頭での自己紹介に対する添削が含まれている点が【課題 1】とは異なる。3.1.1
に示した（A）に該当する例を（7）に，（B）に該当する例を（8）に示す。
（ 7）バイトもバリバリやっていろんな経験ができたらいいなと思います。
（ 8）先生に欠席の連絡をしとけばよかったなと思ってます。
　添削に際し，それぞれの場面（自己紹介と欠席理由書）においてふさわしい表現に改めるように
という指示をした。それ以上の指示を与えていないため，学習者は，（7）は自己紹介での表現であ
るため話し言葉としての適切性の観点から，（8）は実習の欠席理由書であるから書き言葉としての
適切性の観点から添削を行ったものと思われる。
　規範意識に従えば，（7）・（8）の下線部はともに修正すべき箇所である 4）。学習者が（7）・（8）に
対して添削を行ったかどうかを以下の表に示す。
表：話し言葉と書き言葉に対する指摘数
話し言葉・書き言葉ともに指摘 26名（38.2％）
書き言葉のみ指摘 24名（35.3％）
話し言葉のみ指摘 1名 （0.1％）
指摘なし 17名 （25％）
　結果から，話し言葉・書き言葉ともに「なと思う」がふさわしくないと考える層が最多であるが，
書き言葉のみ指摘した学習者と話し言葉のみ指摘した学習者の差が歴然としている点から，書き言
葉で「なと思う」を使用することが不適切だと考えていることが読み取れる。話し言葉・書き言葉
ともに指摘した層と書き言葉のみ指摘した層を合わせると，50名（73.5％）が不適切だと指摘して
おり，【課題 1】の結果である 86.1％をふまえると，調査した範囲では，「なと思う」を書き言葉で
使用してはならないという規範意識を多数が持っているということになる。
3.2　「なと思う」の使用実態
　本節では，学術論文における「なと思う」の使用実態があるのか否か，また，新聞において「な
と思う」が使われる場合があるが，それについて報告する 5）。
4）（7）・（8）には，下線部以外にも修正すべき箇所があるが，本稿では分析の対象外である。
5）全量調査をすることはかなわないため，調べられた範囲について報告する。
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　まず，論文についてである。論文の全文検索が可能なもののうち，『自然言語処理』（言語処理学会）
を調査した。『自然言語処理』は 1994年の創刊以後，現在までの 707記事が電子公開されている。「な
と思う」を検索したところ 4件が該当したが，うち 3件が巻頭言であり，真の意味での論文ではな
かった。残りの 1件は，実験に対する被験者の感想の引用箇所であり，論文の本編中に「なと思う」
を使用したものは見つからなかった。
　新聞の調査には，毎日新聞 2003年度版を使用した。「なと思う」を検索したところ 327件の使用
例があった。うち，230例が対談やインタビュー記事，あるいは談話の記録において使用されたも
ので，97例が「みんなの広場」という自分の意見の投稿記事であったり，記者によるエッセイな
どである。談話の記録の例を（9）に，「みんなの広場」の例を（10）に挙げる。
（ 9）（北村注：伊良部選手が）「前向きにタイガースと交渉出来たらいいなと思っていた」と 27
日の会見で明かした。（毎日新聞　2003年 11月 28日　21面）
（10）中年といわれる年齢になった私であるが，願わくは私の書いた文章で，若い人に何か伝え
られたらいいなと思う。（毎日新聞　2003年 10月 23日 7面［みんなの広場］）
1面や政治・社会欄など，中立に事実を伝える記事で「なと思う」が使用される場合は，国会議員
などの談話・会話を引用したものであり，記事の著者（記者）が書いた文章に「なと思う」が使用
される場合は観察できない。
3.3　まとめ
　以上，「なと思う」に関する学習者の意識と論文・新聞における使用実態を見た。論文・新聞では，「な
と思う」は，インタビューや談話を直接引用する場合とエッセイのように著者が私の意見を一人称
視点で述べる場合に限られていた。こうした使用実態を反映するかのごとく，多くの学習者が，書
き言葉において「なと思う」の使用を回避しようとする意識を持っており，「なと思う」の使用に
関する規範意識という点では使用実態と大きな齟齬はない。
4．文章表現指導への還元
　2章で見た終助詞や「思う」の使用に関する各種文献の扱いと，3章に示した「なと思う」の使
用実態を総合すると，「なと思う」を使用してはならないとする規範意識が認められ，ある程度普
及している様が見て取れる。しかし，初年次の学習者が書く文章に「なと思う」が散見するのは，
この種の文章に見慣れている教員からすれば日常の光景でもある。意識と実際に齟齬を生じる現状
に対して，「なと思う」の使用を回避させるにはどのような指導ができるのかを本章では考察する。
4.1　規則の提示
　「なと思う」が散見されるのは，「なと思う」を使用する学習者には，その使用を回避すべきとす
る規範意識がないからであると考えることも可能であろう。しかし，3.1に見た通り，7～ 8割の
学習者に「なと思う」の使用を回避する意識が認められることをふまえると，学習者の書く文章に
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「なと思う」が多く出現する印象を受ける 6）。
　「なと思う」の使用を避けることを指導する際，直接的な方法として，教師が「「なと思う」とい
う表現を使ってはならない」という規則を学習者に提示することが考えられる。しかし，「なと思う」
に関わる規範意識の認識率と使用実態をふまえると，単に「なと思う」の使用を諫めるだけでは有
効に働くかは判断できない。
4.2　知識の体系化
　筆者は，文章表現教育の手法として協同学習を採用し，学習者同士で文章表現に関わる規則化を
させる「知識の体系化・視覚化」という手法を提案した（北村他（2013）・北村他（2014））。「知識
の体系化・視覚化」は，添削課題等を通して，学習者が指摘した誤りをもとに，それらを集積し，
帰納的に規則化を図るというものである。規則化に際しては，誤字・脱字といった誤りと修正の因
果関係が，単純に正誤に落ち着くものから，例えば，敬語の誤りのように，使用条件や適切な語の
選択など，規則化には，なぜそれが誤りなのかという理由を述べるようにしている。
　「なと思う」を協同学習で規則化する際には困難が生じると予想される。なぜならば，「なと思う」
は，誤字・脱字とは異なり，いつでも不適切な表現ではないからである。そのため，「なと思う」
を規則化する際には，（11）に示すような書き言葉の特性をふまえなければならず，その点で規則
化の難易度が増す。
（11）a．表現の冗長性を避ける
b．個人・個人的な見方が現れないようにする
（11）は，ビジネス文書や学術的な文章という書き言葉の中のある種のスタイルを持つ文章において，
端的に表れる特性である。したがって，「なと思う」に関して，その使用を避ければ良いわけではなく，
使用を回避する背景には（11）のような特性があるということに対して理解を促さなければならな
い。しかし，学習者による指摘の集積では（11）の特性の理解に至ることは困難であろう。
　この点については，協同学習を採用しようとも，学習者による自力での解決が難しいため，協同
学習中に先行研究や事例の調査を含めることや，教員からの知識の教授で（11）の特性の理解を促
すという方法が考えられる。
5．おわりに
　本稿では次の 4点について述べた。はじめに，初年次の学習者が書く文章に「なと思う」が散見
されることに端を発し，文章作法に関する書籍の扱いを例に，「なと思う」に関わる規範意識を明
らかにした。2点目は，学習者に課した添削課題を通して，話し言葉と書き言葉というスタイルに
おける「なと思う」に対する意識の働き方を調査し，7～ 8割の学習者において，書き言葉では「な
と思う」の使用に違和感を持つ，つまり，添削を行ったことを示した。3点目は，論文・新聞にお
ける「なと思う」の使用実態を調査した。「なと思う」は，論文には使用が認められず，新聞にお
6）規範意識を文章にどの程度反映するかを測定することは不可能であるため，ここでは感覚的な問題提起に留める。
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いては，公正・中立が求められる記事では使用されず，「なと思う」の使用が認められる場合は，
談話の引用や，一人称の視点からエッセイのように意見を述べるものであることを見た。4点目と
して，「なと思う」に関して，文章表現教育でどのように指導をするか，方向性を示した。
　「なと思う」は，一見すると使用を禁じるだけで指導は完結しそうなものであるが，使用 /不使
用の背景をたどると，文章スタイルの問題に帰着し，そこに意識が向かなければ，真の理解には至
らない。そこをどのように指導していけばよいのかという点の詳細化については，今後の課題とし
たい。
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